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一
、
は
じ
め
に

　
仏
教
は
、
渡
来
の
宗
教
で
あ
り
、
仏
像
の
類
も
、
そ
れ
と
共
に
伝
来
し
た
と
さ
れ

る
。　

『
日
本
書
紀
』
巻
第
十
九
、
欽
明
天
皇
十
三
年
壬
中
（
五
五
二
）
の
条
に
、
次
の

よ
う
に
あ
る
。

○
　
冬
十
月
。
百
済
聖
明
王
〈
更
名
／
／
聖
王
。
〉
遣
西
部
姫
氏
達
率
怒
刷
斯
致
契
等
。

　
献
澤
迦
佛
金
銅
像
一
躯
。
幡
蓋
若
干
経
論
若
干
巻
。
別
表
（
後
略
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
〈
新
訂
ノ
一
増
補
〉
国
史
大
系
』
、
後
篇
、
七
六
頁
）

　
こ
れ
が
、
目
本
の
現
存
最
古
の
史
書
に
見
え
る
仏
教
公
伝
の
最
初
の
記
録
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
杜
会
科
学
）
第
三
十
四
巻
　
一
頁
∫
十
七
頁

お
そ
ら
く
、
こ
の
折
、
礼
仏
に
伴
う
様
々
な
器
財
も
併
せ
て
献
上
さ
れ
、
聖
明
王
の

国
書
と
共
に
、
そ
れ
ら
の
目
録
も
差
し
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
聖
明
王
（
在
位
五
二
一
二
s
五
五
四
年
）
は
、
百
済
第
二
十
五
代
の
王
で
、
日
本
の

支
援
を
得
て
新
羅
・
高
句
麗
に
対
抗
し
た
が
、
欽
明
天
皇
十
五
年
十
二
月
に
戦
死
し

た
。
朝
鮮
半
島
は
も
と
よ
り
、
目
本
国
内
で
も
対
立
・
混
乱
の
打
ち
続
い
た
時
代
で

あ
り
、
そ
の
た
め
か
、
『
目
本
書
紀
』
の
同
巻
に
は
、
編
纂
上
の
混
乱
も
あ
る
よ
う

で
、
『
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
や
『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
で
は
、
こ

の
公
伝
年
次
を
欽
明
戊
午
年
（
五
三
八
一
と
す
る
。
む
し
ろ
、
『
目
本
書
紀
』
よ
り

こ
ち
ら
の
方
の
信
愚
性
が
高
い
と
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
聖
明
王
の
在
位

中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
百
済
は
、
聖
明
王
の
二
十
三
年
（
五
四
五
）
、
日
本
の
「
天

皇
所
用
彌
移
居
國
」
と
「
普
天
之
下
一
切
衆
生
」
の
た
め
に
「
丈
六
佛
像
」
を
造
っ

平
成
十
二
年
十
二
月
．
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た
と
も
伝
え
る
（
『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇
六
年
乙
丑
九
月
）
。

　
聖
明
王
の
跡
を
襲
っ
た
威
徳
王
の
三
十
一
年
（
五
八
四
）
、
百
済
か
ら
渡
来
し
た

鹿
深
臣
は
「
彌
勒
石
像
一
躯
」
を
、
佐
伯
連
は
「
佛
像
一
躯
」
を
も
た
ら
し
た
と
い

い
、
蘇
我
馬
子
宿
禰
は
、
こ
の
「
佛
像
二
躯
」
を
請
い
て
仏
殿
に
安
置
し
、
善
信
・

禅
蔵
・
恵
善
の
三
尼
を
屈
請
し
て
大
会
説
斎
を
設
げ
、
ま
た
、
石
川
の
宅
に
仏
殿
を

造
っ
た
と
伝
え
る
（
同
右
、
敏
達
天
皇
士
二
年
甲
辰
）
。
こ
の
時
、
尽
力
し
た
の
が

鞍
部
村
主
司
馬
達
等
と
池
邊
直
氷
田
で
あ
り
、
そ
の
司
馬
達
等
は
、
継
体
天
皇
十
六

年
（
五
二
二
）
に
中
国
か
ら
渡
来
し
て
、
既
に
、
本
尊
を
安
置
し
、
帰
依
礼
拝
し
て

い
た
と
い
う
。

○
　
目
吉
山
薬
恒
法
師
法
華
験
記
云
。
延
暦
寺
僧
稗
苓
云
。
第
廿
七
代
縫
躰
天
皇
即

　
　
位
十
六
年
壬
寅
。
大
唐
漢
人
案
部
村
主
司
馬
達
止
。
此
年
春
二
月
入
朝
。
即
結

　
　
二
草
憧
於
大
和
國
高
市
郡
坂
田
原
一
。
安
「
置
本
尊
一
。
蹄
依
薩
群
。
撃
レ
世
皆
云
。

　
　
是
大
唐
神
之
。
出
二
縁
起
一
。
隠
者
見
二
此
文
一
。
欽
明
天
皇
以
前
。
唐
人
持
「
來

　
　
佛
像
一
。
然
而
非
二
流
布
一
也
。
へ
已
上
㌧

　
（
扶
桑
略
記
、
第
三
、
欽
明
天
皇
士
二
年
十
月
、
『
国
史
大
系
』
、
四
八
三
頁
）

　
こ
れ
は
私
的
な
礼
仏
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
少
な
く
と
も
六
世
紀
の
前
半
、
帰
化

人
た
ち
を
中
心
に
、
仏
教
は
日
本
に
根
付
き
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
目
本
に
お
け
る
仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
に
は
、
「
躯
」
、
「
躰
」
「
蟷
」
「
駿
」
、

及
び
、
「
尊
」
「
像
」
「
合
龍
」
「
座
」
「
柱
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
漢
字
文
化
圏

の
、
し
か
も
、
仏
教
文
化
圏
か
ら
渡
来
し
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
は
こ

れ
ら
の
用
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
日
本
語
助
数
詞
の
源
流
と
そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。
調
査
は
、
文
字
資
料
の
残
り
始
め
た
時
代
か
ら
、
奈
良
時
代
、

平
安
時
代
前
後
を
中
心
と
す
る
。
中
世
以
降
に
触
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
力
点
を
置

く
も
の
で
は
な
い
。
目
本
に
お
け
る
通
史
的
考
察
は
別
途
に
行
い
た
い
。

　
以
下
に
用
例
を
引
く
に
つ
き
、
〈

に
改
行
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

二
、
奈
良
時
代

V

「
躯
」

印
は
、

底
本
に
割
書
き
、
／
印
は
、

原
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
仏
像
類
は
、
奈
良
時
代
、
ま
た
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
「
躯
」
で
数
え
ら
れ
、

「
躰
（
鐙
・
麗
）
」
は
用
い
ら
れ
な
い
。

○
　
甲
寅
年
三
月
廿
六
目
、
弟
子
／
王
延
孫
、
奉
「
爲
現
在
父
母
一
、
／
敬
造
二
金
鋼

　
　
澤
迦
像
一
躯
一
、
／
願
父
母
乗
二
此
功
徳
一
畢
／
身
安
隠
一
マ
マ
一
、
生
生
世
世
不

　
　
レ
経
㍉
／
三
塗
一
、
遠
離
二
八
難
一
、
速
生
二
／
浄
土
一
見
レ
佛
聞
レ
法

　
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
法
隆
寺
献
納
御
物
甲
寅
年
（
王
延
孫
）
造
金
銅
釈
迦
像
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
一

　
　
背
銘
く
銅
造
、
鍍
金
V
、
推
古
天
皇
二
年
く
五
九
四
V
、
句
読
点
私
意
）

　
「
甲
寅
年
」
は
、
推
古
天
皇
二
年
と
白
維
五
年
（
六
五
四
）
と
の
二
説
あ
る
が
、

光
背
に
中
国
北
魏
金
銅
仏
の
形
式
を
伝
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
前
者
か
と
さ
れ
る
。
「
王

延
孫
」
に
つ
い
て
は
未
詳
。
「
見
佛
聞
法
」
「
生
生
世
世
」
な
ど
の
用
語
か
ら
朝
鮮
製

作
説
（
熊
谷
宣
夫
氏
）
も
あ
る
。

○
　
新
羅
（
中
略
）
別
獣
二
金
銅
阿
彌
陀
像
。
「
金
銅
」
　
観
世
音
菩
薩
像
。
大
勢
至

　
　
菩
薩
像
。
各
一
躯
。
綴
畠
。
錦
綾
一
。

　
一
目
本
書
紀
、
持
統
三
年
く
六
八
九
V
三
月
条
、
三
九
九
頁
）

　
『
目
本
書
紀
』
一
養
老
四
年
へ
七
二
〇
v
撰
進
一
の
用
例
は
冒
頭
に
も
掲
げ
た
。
「
躯
」

は
、
延
べ
十
例
見
え
て
お
り
、
こ
の
全
て
が
仏
像
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
一

「
書
紀
古
訓
」
に
は
「
は
し
ら
」
と
付
訓
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
、

「
躰
（
麗
・
体
）
」
は
、
見
え
な
い
。

○
　
弾
正
豪
少
疏
從
八
位
上
勲
十
二
等
片
縣
連
曽
麻
呂
、
以
神
魏
五
年
歳
次
戊
辰
九
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月
廿
八
一
ミ
セ
ケ
チ
一
、
六
・
目
己
未
永
逝
（
中
略
）
乃
爲
　
慈
父
祇
圓
篤
薬
師
彌
勒
菩

薩
合
一
鋪
く
七
／
躯
V
注
法
花
経
〈
七
／
巻
〉
疏
く
十
／
巻
V
音
訓
く
二
一
／
巻
V
（
後

略
）　

（
知
恩
院
所
蔵
法
華
経
玄
賛
巻
三
奥
政
、
天
平
三
年
く
七
三
一
V
八
月
八
日
、

　
　
『
寧
楽
遺
文
』
、
下
、
六
一
二
頁
）

○
　
又
於
西
殿
荘
古
彌
勒
聖
像
金
色
二
躯

　
　
　
　
　
　
（
聖
武
天
皇
辰
翰
雑
集
、
天
平
三
年
九
月
八
目
写
、
八
四
1
0
行
）

○
　
蓋
彌
勒
地
藏
観
音
等
菩
薩
各
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
、
八
四
1
3
行
）

〇
　
十
三
年
歳
次
乙
丑
四
月
八
目
戊
辰
、
以
銅
二
万
三
千
斤
、
金
七
百
五
十
九
雨
、

　
　
敬
造
尺
迦
丈
六
像
、
銅
繍
二
躯
井
挟
侍
、

　
（
元
興
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
、
天
平
十
九
年
く
七
四
七
V
、
『
寧
楽
遺
文
』
、

　
　
上
、
三
八
九
頁
）

　
こ
れ
は
、
「
尺
迦
丈
六
像
」
の
光
背
銘
を
引
用
し
た
部
分
で
（
逸
文
）
、
「
歳
次
乙

丑
」
は
、
推
古
十
三
年
（
六
〇
五
）
で
あ
る
。

　
右
に
同
様
、
次
の
資
料
に
も
仏
像
を
数
え
る
「
躯
」
の
用
例
が
あ
る
。
だ
が
、
「

躰
」
の
方
は
見
え
な
い
。

　
○
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
（
天
平
十
九
年
）

　
○
大
安
寺
伽
藍
縁
起
丼
流
記
資
財
帳
（
同
）

　
○
法
隆
寺
縁
起
井
資
財
帳
（
天
平
宝
字
五
年
〈
七
六
一
〉
）

　
○
西
大
寺
資
財
流
記
帳
（
宝
亀
十
一
年
へ
七
八
○
㌧
）

○
　
造
東
大
寺
司
／
合
佛
菩
薩
像
八
躯
／
／
薬
師
佛
象
一
躯
く
立
高
五
尺
八
寸
V

　
　
　
右
、
依
大
僧
都
法
師
良
弁
去
天
平
廿
一
年
三
月
廿
七
目
宣
、
奉
始
、

　
（
造
東
大
寺
司
造
仏
注
文
、
天
平
宝
字
四
年
く
七
六
〇
V
二
月
二
十
五
日
、
『
正

　
　
　
　
　
　
仏
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倉
院
文
書
』
、
第
四
巻
、
四
〇
八
頁
）

　
右
は
、
天
平
期
彫
像
仏
の
記
事
で
、
他
に
も
類
例
が
見
え
て
い
る
（
『
正
倉
院
文

書
』
、
第
五
巻
、
一
九
六
頁
、
二
七
三
頁
、
三
七
五
頁
な
ど
）
。

○
　
金
漆
泥
像
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
唐
大
和
上
東
征
伝
観
智
院
蔵
、
古
典
保
存
会
）

　
こ
の
資
料
は
、
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
、
淡
海
三
船
の
撰
に
か
か
る
。
右
は
、
渡

航
前
に
備
弁
さ
れ
た
海
糠
（
天
平
十
五
年
く
七
四
三
V
）
の
内
に
見
え
る
。
鑑
真
ら

の
将
来
品
（
天
平
勝
宝
六
年
〈
七
五
四
〉
）
の
内
に
も
「
白
栴
檀
千
手
像
一
躯
。
」
と

見
え
る
。

　
「
躯
」
は
、
僧
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

○
　
敬
造
観
世
音
菩
薩
像
一
百
七
十
七
躯
井
経
一
百
七
十
七
巻

　
　
　
　
　
　
　
（
続
目
本
紀
、
神
亀
五
年
く
七
二
八
V
八
月
条
、
一
一
四
頁
）

○
　
建
立
教
露
力
一
堂
、
〈
住
僧
一
躯
、
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
雲
国
風
土
記
、
意
宇
郡
、
『
寧
楽
遺
文
』
、
八
三
一
頁
）

　
こ
の
資
料
は
、
天
平
五
年
（
七
三
三
）
成
立
と
さ
れ
る
。
「
僧
」
「
尼
」
を
「
躯
」

で
数
え
、
大
原
郡
の
条
に
も
三
例
見
え
る
。

○
　
依
例
正
月
十
四
目
、
＊
八
巻
金
光
明
経
、
井
十
巻
金
光
明
最
勝
王
経
、
佛
聖
僧
、

　
　
及
讃
僧
一
十
一
躯
、
合
一
十
三
躯
供
養
料
稲
式
拾
束
伍
把
拾
分
把
之
璋
、
〈
躯

　
　
／
別
／
一
束
五
／
把
八
分
V
　
／
當
國
僧
合
一
十
一
躯
く
一
十
躯
三
百
八
十
四

　
　
日
／
一
躯
一
百
一
士
二
日
V
（
後
略
）

　
（
薩
麻
国
正
税
帳
、
天
平
八
年
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第
二
巻
、
一
二
頁
、
＊
印
の

　
　
字
は
言
偏
に
「
責
」
）

　
『
正
倉
院
文
書
』
第
二
巻
に
収
め
る
、
「
但
馬
国
正
税
帳
」
（
天
平
九
年
、
五
七
頁
）
、

「
和
泉
監
正
税
帳
」
（
天
平
十
年
四
月
五
日
、
七
七
頁
）
、
「
筑
後
国
正
税
帳
」
（
天
平
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十
年
、
一
四
六
頁
）
、
「
伊
豆
国
正
税
帳
」
（
天
平
十
一
年
、
一
九
二
頁
）
に
お
い
て

も
類
似
例
が
あ
る
。
こ
の
時
期
、
こ
の
用
法
は
、
全
国
的
な
指
示
下
に
行
わ
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
但
し
、
「
和
泉
監
正
税
帳
」
や
「
伊
豆
国
正
税
帳
」
で
は
、
割
書
き

の
部
分
な
ど
に
「
口
」
も
併
用
さ
れ
て
い
る
。

○
　
依
例
正
月
十
四
目
式
寺
讃
金
光
明
経
捌
巻
、
最
勝
王
経
拾
巻
、
合
壼
拾
捌
巻
、

　
　
／
　
日
佛
聖
僧
璋
躯
、
井
讃
僧
拾
捌
口
、
合
式
拾
式
躯
、
惣
供
養
料
稲
伍
拾
束

　
　
壼
把
陸
分
、
〈
佛
聖
僧
、
丼
讃
僧
十
八
口
、
合
廿
二
躯
、
々
別
飯
／
料
四
把
、

　
　
雑
餅
丼
油
等
料
一
束
八
把
八
分
、
V

　
（
和
泉
監
正
税
帳
、
天
平
十
年
四
月
五
日
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第
二
巻
、
七
七
頁
）

　
こ
う
し
た
助
数
詞
の
「
躯
」
は
、
平
安
時
代
、
ま
た
、
中
世
、
近
世
の
資
料
に
も

見
え
て
い
る
。

○
　
毘
盧
遮
那
佛
象
一
躯

　
（
安
祥
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
、
貞
観
十
三
年
八
月
十
七
目
、
『
平
安
遺
文
』
、
一
、

　
　
一
四
二
頁
）

○
　
離
佛
造
菩
薩
三
躯
像
、

　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
霊
異
記
、
上
五
、
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
、
八
二
頁
）

〇
　
二
子
白
母
言
、
屋
上
在
七
躯
法
師
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
本
霊
異
記
、
中
二
十
、
同
、
二
三
六
頁
）

○
　
於
高
倉
殿
被
供
養
等
身
絶
像
十
一
面
観
音
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
左
記
、
承
保
四
年
く
一
〇
七
七
V
八
月
二
十
七
目
）

○
　
奉
造
立
愛
染
王
像
一
厘

　
（
木
造
愛
染
明
王
坐
像
造
立
願
文
、
宝
治
元
年
く
一
二
四
七
V
八
月
十
八
目
、
『
鎌

　
　
倉
遺
文
　
補
遺
』
、
三
、
六
七
頁
）

○
賓
鶉
五
年
三
月
三
日
官
符
云
、
懸
奉
造
四
天
王
捻
像
四
躯
事

　
（
異
国
御
祈
先
例
注
進
状
、
文
永
七
年
く
：
一
七
〇
V
三
月
、
．
『
鎌
倉
遺
文
』
、
十

　
　
四
、
一
三
四
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

○
　
奉
修
復
地
藏
菩
薩
聖
容
一
躯
　
く
長
三
尺
v

　
（
山
密
往
来
、
応
安
六
年
く
二
二
七
三
V
作
、
七
月
往
状
、
前
田
尊
経
閣
文
庫
蔵

　
　
巻
子
本
吾
妻
鏡
紙
背
本
）

　
さ
て
、
助
数
詞
の
「
躯
」
、
ま
た
、
「
厘
」
に
つ
き
、
中
国
古
代
の
、
少
な
く
と
も

南
北
朝
か
ら
唐
代
、
宋
代
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
が
得
ら
れ
る
。
用
例
数

と
し
て
は
「
厘
」
に
よ
る
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

○
　
太
和
□
一
十
力
一
九
年
十
一
月
使
持
節
司
空
公
長
榮
／
王
丘
穆
陵
亮
夫
人
尉
遅
爲

　
　
亡
息
牛
楓
請
工
／
鐘
石
造
此
彌
勒
像
一
厘
願
牛
楓
捨
於
分
段
／
之
郷
騰
遊
元

　
　
藤
之
境
若
存
託
生
生
於
天
上
／
諸
佛
之
所
若
生
世
界
妙
樂
自
在
之
慮
若
有
／

　
　
苦
累
即
令
解
脱
三
塗
悪
道
永
絶
因
趣
一
切
／
衆
生
成
蒙
斯
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
太
和
十
九
年
く
四
九
五
V
、
古
陽
洞
牛
楓
造
像
記
）

　
龍
門
石
窟
は
、
北
魏
の
孝
文
帝
（
四
七
一
s
四
九
八
年
）
が
太
和
十
八
年
（
四
九

四
）
に
平
域
（
大
同
）
か
ら
洛
陽
に
遷
都
し
た
時
か
ら
造
ら
れ
始
め
、
古
陽
洞
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ
チ

そ
の
最
古
の
窟
と
さ
れ
る
。
右
は
、
北
魏
の
長
楽
王
の
妻
尉
遅
が
、
夫
折
し
た
息
予

ギ
ュ
ウ
ヶ
ツ

牛
楓
へ
の
供
養
と
し
て
造
っ
た
弥
勒
像
の
造
像
記
で
あ
る
（
阿
辻
哲
次
著
『
図
説

　
漢
字
の
歴
史
』
、
大
修
館
書
店
、
一
二
五
頁
、
図
版
）
。

○
　
大
魏
普
泰
二
年
歳
次
壬
子
三
月
乙
未
朔
月
一
日
乙
未
、
昌
國
／
縣
新
興
寺
尼
曇

　
　
顔
、
爲
亡
妹
曇
利
、
敬
造
／
彌
勒
金
像
壼
躯
、
願
師
僧
春
属
弟
／
子
、
父
母
宗

　
　
親
、
壼
切
衆
／
生
、
直
生
西
方
元
量
佛
國
、
普
同
其
富
所
／
／
願
從
心
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
魏
普
泰
二
年
〈
五
三
二
〉
、
金
銅
菩
薩
立
像
光
背
銘
）

　
右
は
、
上
野
清
一
氏
「
飛
鳥
白
鳳
仏
の
系
譜
」
（
『
仏
教
芸
術
』
、
4
、
昭
和
二
十

四
年
六
月
）
の
掲
げ
ら
れ
る
口
絵
写
真
に
よ
る
。
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○
　
天
和
二
年
歳
次
在
丁
亥
、
九
月
十
九
日
、
佛
弟
子
庫
汗
安
洛
、
爲
家
内
大
小
、

　
　
敬
造
世
□
石
像
一
厘
、
生
身
世
々
、
直
佛
聞
□
法
］
、
度
脱
三
途
、
永
受
延
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
和
二
年
〈
五
六
七
〉
、
造
像
銘
）

　
右
は
、
東
野
治
之
氏
の
御
指
摘
に
よ
る
（
『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
鋼
仏
』
〈
注
（
1
）

文
献
V
、
九
二
頁
）
。

○
　
大
斉
武
平
三
□
□
□
□
□
□
□
洲
□
□
丙
午
□
□
利
爲
息
女
□
生
造
観
音
佛
一

　
　
躯
（
北
齊
武
平
三
年
〈
五
七
二
〉
、
造
像
銘
）

　
右
は
、
一
九
五
八
年
十
月
、
山
東
省
曲
阜
、
魯
故
城
内
霊
光
殿
付
近
の
勝
果
寺
跡

か
ら
出
土
し
た
銅
造
仏
の
銘
文
の
一
部
で
あ
る
（
『
文
物
』
、
一
九
五
九
年
第
六
期
、

七
五
頁
、
王
思
礼
・
楊
子
萢
執
筆
）
。

○
　
天
襲
二
年
四
月
八
目
。
佛
弟
子
梁
保
成
。
爲
亡
夫
敬
造
佛
象
一
厘
。
合
□
待
奉
。

　
　
供
成
佛
道
。

　
　
　
　
（
藷
簗
く
武
帝
V
天
監
二
年
く
五
〇
三
V
四
月
八
日
、
小
金
像
銘
文
）

○
　
大
梁
普
通
四
年
歳
次
庚
申
。
十
月
士
二
目
。
呉
良
敬
造
佛
象
一
厘
。
上
爲
皇
帝

　
　
陛
下
。
師
僧
亡
過
父
母
。
現
存
夫
妻
。
普
爲
四
恩
六
道
。
法
界
衆
生
。
倶
昇
妙

　
　
果
。
　
　
（
同
右
、
普
通
四
年
く
五
二
三
V
＋
月
十
三
日
、
小
金
像
銘
文
）

○
　
天
平
三
年
三
旦
二
日
。
定
州
中
山
上
曲
陽
縣
佛
弟
子
樂
□
。
楽
□
龍
。
樂
檀
。

　
　
楽
道
。
樂
□
□
。
楽
－
－
－
（
こ
の
問
築
氏
題
名
多
し
。
又
李
氏
、
韓
氏
も
あ
り
。
）

　
　
敬
造
彌
勒
像
一
厘
。
願
天
下
大
平
…
－
⊥
切
衆
生
。
倶
成
正
覧
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
魏
孝
静
帝
天
平
三
年
〈
五
三
六
〉
、
造
像
銘
）

○
　
　
（
前
略
）
□
天
和
五
年
歳
次
庚
□
六
月
癸
未
朔
十
七
日
已
亥
。
宇
文
達
爲
七
世

　
　
所
生
。
見
在
父
母
。
合
家
大
小
。
造
□
□
像
一
躯
。
願
使
衆
悪
珍
減
。
万
善
普

　
　
會
。
及
法
界
衆
生
。
等
同
此
願
。
倶
成
正
費
。
（
後
略
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
周
武
帝
天
和
五
年
く
五
七
〇
v
、
造
像
銘
）

　
　
　
　
　
　
仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）

○
　
維
大
晴
開
、
皇
七
季
歳
、
次
丁
未
六
／
月
甲
辰
朔
／
十
七
目
庚
／
■
申
、
儀
同
三

　
　
／
司
槍
州
長
／
／
史
超
興
郡
開
國
公
辞
！
（
中
略
）
、
敬
壮
号
／
彌
勒
玉
石
像
一
厘
、

　
　
仰
／
惟
　
　
　
　
／
皇
帝
遷
書
甲
／
万
國
婦
安
／
泰
爲
二
親
／
願
生
當
來
／
世

　
　
（
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
陪
文
帝
開
皇
七
年
〈
五
八
七
〉
、
造
像
銘
一

〇
清
信
女
朱
。
爲
／
息
敬
造
観
音
菩
薩
一
躯
。
供
養
。
／
永
徽
四
年
五
月
五
日
□
。

　
　
（
唐
永
徽
四
年
〈
六
五
三
〉
五
月
五
日
、
龍
門
合
龍
窟
く
不
詳
名
V
造
像
銘
）

○
　
長
安
二
年
三
／
月
廿
目
戊
辰
廿
／
六
日
癸
已
。
前
羽
／
林
郎
任
玄
覧
。
（
中
略
）

　
　
敬
造
観
杜
／
音
菩
薩
一
躯
。
及
／
亡
過
父
母
。
／
。
亡
男
□
正
秀
。
亡
女
／
茶
羅
。

　
　
見
存
春
／
属
。
及
法
界
倉
。
／
生
減
蔵
一
同
私
福
。

　
（
南
周
〈
李
唐
〉
長
安
二
年
〈
七
〇
二
〉
三
月
二
十
六
日
、
山
東
益
都
駒
山
籠
像

　
　
銘
文
）

○
　
先
天
二
年
五
月
□
日
。
／
／
挑
柞
願
平
安
。
敬
造
観
音
菩
薩
雨
厘
。
一
心
供
養
。

　
　
　
　
（
唐
先
天
二
年
く
七
二
二
V
五
月
□
日
、
龍
門
合
龍
窟
蓮
花
洞
造
像
銘
）

　
右
の
八
例
は
、
大
村
西
崖
著
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』
に
よ
る
（
大
正
四
年
六

月
、
仏
書
刊
行
会
図
像
部
発
行
、
一
六
〇
頁
、
一
六
三
頁
、
二
八
三
頁
、
三
七
二
頁
、

三
九
八
頁
、
四
五
〇
頁
、
五
二
七
頁
、
四
八
八
頁
）
。
本
書
は
、
そ
の
太
古
か
ら
五

代
に
お
け
る
彫
塑
に
つ
い
て
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
魏
（
北
魏
）
あ
た
り
か
ら

唐
代
、
及
び
、
五
代
の
彫
塑
に
か
け
て
の
銘
文
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
中

に
は
、
「
厘
」
「
躯
」
「
藷
」
「
鋪
」
な
ど
の
使
用
例
が
多
々
見
え
て
い
る
。
右
に
は
、

そ
の
一
端
を
引
い
た
。

　
『
陶
斎
蔵
石
記
』
（
四
十
四
巻
）
は
、
清
の
端
方
の
編
巽
に
な
る
銘
文
集
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
た
、
多
く
の
例
が
得
ら
れ
る
。
そ
の
一
端
を
挙
げ
よ
う
（
中
華

民
国
六
十
九
年
六
月
、
台
聯
国
風
出
版
杜
発
行
に
よ
る
）
。
但
し
、
前
後
を
略
す
る
。

　
　
○
　
造
石
像
一
厘
＊



6

　
　
　
　
仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）

（
太
和
年
中
〈
四
七
七
∫
四
九
九
〉
、
席
伯
仁
造
像
記
、
巻
六
、
二
四
六
頁
）

『
造
彌
碧
像
面
・

　
　
（
太
和
二
十
三
年
十
二
月
九
目
、
僧
欣
造
像
記
、
巻
六
、
二
四
八
頁
）

○
　
造
象
一
匿

　
　
　
（
魏
景
明
元
年
く
五
〇
〇
v
、
王
初
興
造
像
記
、
巻
六
、
二
五
〇
頁
）

○
造
彌
勒
像
一
躯

　
　
（
景
明
三
年
十
一
月
十
一
日
、
劉
未
等
造
像
記
、
巻
六
、
二
五
三
頁
）

○
　
造
澤
迦
石
像
一
厘

　
　
一
大
魏
正
始
元
年
く
五
〇
四
v
三
月
九
日
、
高
洛
周
七
十
人
等
造
像
碑
、

　
　
　
巻
六
、
二
五
六
頁
）

○
　
造
彌
勒
像
一
堰

　
　
（
神
亀
三
年
く
五
二
〇
V
か
、
穫
蛮
造
弥
勒
像
、
巻
六
、
二
八
四
頁
）

○
　
造
彌
勒
像
一
堰

　
　
　
　
（
神
亀
三
年
四
月
士
二
日
、
万
寿
寺
碑
記
、
巻
六
、
二
八
五
頁
）

○
敬
聖
像
三
躯

　
　
（
大
魏
正
光
五
年
く
五
二
四
V
五
月
二
十
八
目
、
張
晋
等
造
像
記
、
巻
七
、

　
　
　
二
九
七
頁
）

○
　
敬
造
彌
勒
像
一
厘

　
　
（
大
魏
孝
昌
元
年
く
五
二
五
V
二
月
十
五
日
、
征
東
将
軍
田
寿
造
像
、
巻

　
　
　
七
、
三
〇
一
頁
）

○
早
一
造
一
像
一
厘

　
　
　
（
孝
昌
元
年
八
月
十
五
日
、
郵
定
安
造
像
記
、
巻
七
、
三
〇
二
頁
）

○
　
造
彌
勒
玉
像
一
厘

　
（
永
安
元
年
く
五
二
八
V
＋
月
八
目
、
王
直
葱
造
弥
勒
像
、
巻
七
、
三
一
四

　
　
頁
）

○
　
造
石
像
一
躯

　
（
普
泰
二
年
く
五
三
二
V
三
月
十
五
目
、
楊
阿
真
造
像
記
、
巻
七
、
三
二
六

　
　
頁
）

○
　
造
尊
像
一
厘

　
（
大
魏
永
煕
三
年
く
五
三
四
V
□
月
五
日
、
法
義
兄
弟
二
百
人
造
像
記
、
巻

　
　
七
、
三
二
七
頁
）

○
建
立
須
彌
塔
石
像
二
躯

　
（
大
魏
永
煕
三
年
六
月
二
十
八
日
、
韓
顕
祖
等
造
像
記
、
巻
七
、
三
三
一
頁
）

○
敬
造
石
像
一
躯

　
　
　
　
（
大
魏
く
下
嵌
V
、
陽
域
洪
愁
等
造
石
像
銘
、
巻
七
、
三
三
三
頁
）

○
　
敬
造
迦
天
像
一
躯

　
（
大
統
二
年
く
五
三
六
V
五
月
八
目
、
法
智
造
像
記
、
巻
十
、
四
二
一
頁
）

○
敬
造
澤
加
石
像
一
躯

　
（
大
魏
天
平
四
年
く
五
三
七
V
正
月
二
十
八
目
、
比
丘
恵
曄
造
像
記
、
巻
八
、

　
　
三
三
九
頁
）

○
　
玉
像
一
厘
＊

　
（
大
魏
天
平
四
年
九
月
八
日
、
比
丘
尼
曇
超
等
造
像
記
、
巻
八
、
三
四
〇
頁
）

○
　
敬
造
観
世
音
石
像
一
厘

　
（
大
魏
天
平
四
年
閨
月
八
目
、
劉
惰
為
亡
兄
造
像
記
、
巻
八
、
三
四
一
頁
）

○
敬
造
石
像
一
躯

　
（
魏
天
平
四
年
閨
九
月
十
三
日
、
唯
那
柑
人
等
造
石
像
記
、
巻
八
、
三
四
二

　
　
頁
）

○
　
敬
造
澤
迦
象
一
厘
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（
大
魏
元
像
元
年
く
五
三
八
V
四
月
二
十
日
、
法
儀
六
十
等
造
釈
迦
像
、
巻

　
　
　
　
八
、
三
四
八
頁
）

　
　
○
敬
造
観
世
音
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
（
元
像
元
年
五
月
八
日
、
柳
昭
造
像
記
、
巻
八
、
三
四
九
頁
）

　
　
○
　
敬
造
観
世
音
像
一
厘

　
　
　
（
興
和
三
年
〈
五
四
一
〉
四
月
十
五
目
、
僧
道
山
造
観
世
音
像
、
巻
八
、
三

　
　
　
　
六
六
頁
）

　
　
○
　
敬
造
彌
勒
像
一
厘

　
　
　
　
　
（
興
和
四
年
九
月
十
一
目
、
菟
貴
妻
尉
造
像
記
、
巻
八
、
三
六
七
頁
）

　
　
○
　
造
彌
勒
像
一
厘

　
　
　
（
武
定
六
年
〈
五
四
八
〉
五
月
三
日
、
唐
小
虎
造
像
記
残
石
、
巻
九
、
三
九

　
　
　
　
八
頁
）

　
　
○
敬
造
白
玉
像
一
躯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
魏
武
定
七
年
正
月
二
十
四
日
、
巻
九
、
四
〇
〇
頁
）

　
　
○
　
敬
葦
／
像
一
厘

　
　
　
　
（
武
定
八
年
二
月
二
十
三
目
、
劉
台
顕
造
像
記
、
巻
九
、
四
〇
三
頁
）

　
右
の
内
、
＊
印
を
付
し
た
字
は
「
〔
」
の
中
の
「
品
」
が
「
習
」
の
形
と
な
っ
て

い
る
。

　
東
晋
以
未
、
特
に
南
北
朝
時
代
の
北
方
で
は
弥
勒
信
仰
が
流
行
し
、
そ
の
造
像
が

　
　
　
　
　
一
3
一

多
い
と
さ
れ
る
。

劉
世
儒
㌣
次
の
よ
う
な
例
を
示
毒
「
躯
一
は
・
「
厘
一
一
駆
一
な
ど
の
字

体
で
見
え
る
こ
と
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

○
　
今
遣
使
送
五
色
珠
像
一
躯
。
　
　
　
　
（
孝
文
帝
文
《
全
晋
文
》
巻
一
一
）

○
　
宗
聖
寺
有
像
一
躯
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
《
洛
陽
伽
藍
記
》
巻
二
）

　
　
　
　
　
　
仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）

　
『
洛
陽
伽
藍
記
』
で
は
「
躯
」
の
用
例
が
膨
所
に
認
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
「
躰
（
盤

・
麗
）
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
唐
代
、
宋
代
に
は
、
次
の
よ
う

な
用
例
が
あ
る
。

○
　
擬
成
柑
九
躯
佛

　
（
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
⑦
、
阿
斯
塔
那
2
9
1
1
，
B
在
生
功
徳
疏
、
唐
成
亨
三

　
　
年
く
六
七
二
V
）

○
　
繍
書
等
像
二
百
除
躯
、
金
銀
像
雨
躯

　
　
　
　
（
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
、
巻
七
、
周
垂
洪
四
年
く
六
八
八
V
完
成
）

　
興
福
寺
本
の
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
点
で
は
、
右
に
振
り
仮
名
の
「
ク
」
と
平

声
の
差
声
と
が
見
ら
れ
る
。

　
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
に
収
め
る
『
大
唐
内
典
録
』
、
『
開
元
釈
教
録
』
、
『
貞
元
新

定
釈
教
目
録
』
、
ま
た
、
目
本
の
『
常
暁
和
尚
請
来
目
録
』
、
『
霊
巌
寺
和
尚
請
来
法

門
道
具
等
目
録
』
な
ど
に
は
「
躯
」
が
見
え
て
い
る
。

〇
　
十
里
佛
殿
一
所
。
形
如
太
極
。
中
有
丈
八
金
像
一
躯
。
等
身
金
像
十
躯
。
編
員

　
　
珠
像
三
躯
。
金
織
成
像
五
躯
。
玉
像
二
躯
。
．

　
（
大
唐
内
典
録
、
巻
四
、
道
宣
撰
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
五
、
二
六
七
頁
）

○
　
菩
提
流
支
。
塑
言
二
道
希
一
。
北
天
竺
人
也
。
遍
通
二
三
藏
一
。
（
中
略
）
初
管
レ

　
　
基
目
掘
至
二
黄
泉
一
。
獲
二
金
像
三
十
二
躯
一
。
太
后
以
爲
嘉
瑞
。
奉
二
信
法
一
之

　
　
徴
也
。

　
（
続
高
僧
伝
、
巻
一
、
道
宣
撰
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
〇
、
四
二
八
頁
）

○
　
於
是
、
合
龍
内
素
澤
迦
佛
一
躯
、
（
厳
煙
杜
人
平
謂
子
一
十
人
籾
於
宕
泉
建
窟
一

　
　
所
功
徳
記
、
伯
二
九
九
一
号
背
、
唐
九
世
紀
末
頃
か
）

　
（
『
敦
煙
杜
会
経
済
文
献
真
蹟
釈
録
一
一
）
』
、
一
九
九
六
年
十
一
月
、
書
目
文
献

　
　
出
版
杜
、
三
八
七
頁
一



　
　
　
　
　
　
仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）

○
　
見
覆
斗
上
安
錫
佛
一
躯

　
（
北
夢
婁
言
、
一
〇
、
宋
孫
光
憲
撰
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四

　
　
二
、
六
九
頁
）

○
　
澤
窺
基
法
師
。
姓
尉
遅
氏
。
（
中
略
）
法
師
常
月
造
彌
勒
像
一
躯
。
日
諦
菩
薩

　
　
戒
一
遍
。

　
（
広
清
涼
伝
、
下
、
宋
延
一
編
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
十
一
、
一
一
一
九
頁
）

　
以
上
は
中
国
古
代
に
お
け
る
用
例
で
あ
る
が
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
例
と
し
て
、

次
が
あ
る
。

○
　
□
一
景
カ
一
四
年
在
辛
卯
、
比
丘
道
／
□
共
諸
善
知
識
那
婁
／
賎
奴
阿
王
阿
堀
五

　
　
人
、
／
共
造
元
量
壽
像
一
躯
、
／
願
亡
師
父
母
、
生
生
心
中
、
常
／
値
諸
佛

　
　
善
知
識
等
、
□
　
一
直
力
一
／
遇
彌
勒
、
所
願
如
是
、
／
願
共
生
一
慮
、
見
佛
聞
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
東
銭
氏
蔵
銅
造
三
尊
仏
銘
文
）

　
高
句
麗
の
文
化
圏
で
あ
っ
た
黄
海
道
谷
山
郡
花
村
面
蓬
山
里
か
ら
出
土
し
た
高
句

麗
仏
の
銘
文
で
、
「
辛
卯
」
は
、
平
原
王
十
三
年
〈
五
七
一
〉
と
推
定
さ
れ
て
い
る

（
熊
谷
氏
、
注
（
1
）
文
献
に
よ
る
）
。

　
な
お
、
『
捜
神
記
』
（
晋
干
宝
撰
）
、
巻
四
に
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
　
燕
恵
王
墓
上
有
狐
狸
、
已
経
千
除
歳
、
神
愛
無
比
、
世
竿
有
之
、
聞
晋
司
空
張

　
　
華
博
學
多
才
狐
狸
化
爲
二
少
年
書
生
、
（
中
略
）
木
精
目
、
張
司
空
之
才
、
難

　
　
可
比
也
若
去
、
非
但
喪
汝
二
躯
我
亦
遭
累
、
狸
目
、
縦
伊
廣
覧
、
豊
能
勝
子
、

　
　
終
爲
之
而
旋
、
無
累
子
実
、
木
精
目
、
實
謂
自
胎
伊
戚
、
其
可
乎
、
不
取
吾
言
、

　
　
終
有
悔
日
、
狸
不
答
而
去
、
乃
持
刺
謁
華
、
華
引
入
談
論
、
三
目
不
屈
、
華
甚

　
　
疑
之
、
此
必
妖
也
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
増
訂
漢
魏
叢
書
』
、
四
冊
、
大
化
書
局
、
三
二
六
五
頁
）

　
狐
狸
の
化
し
た
書
生
を
「
二
躯
」
と
数
え
る
も
の
で
あ
る
。
先
の
僧
を
対
象
と
す

る
「
躯
」
の
用
法
に
通
じ
よ
う
。

　
　
　
三
、
平
安
時
代
　
－
「
躰
」
「
彊
」
「
膿
」
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夕
’
寸

　
平
安
時
代
に
入
る
と
、
仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
に
は
「
躰
」
「
鐙
」
「
麗
」
が

用
い
ら
れ
る
。

○
　
奉
「
爲
國
家
一
。
建
「
立
道
場
一
。
名
日
二
興
隆
寺
一
。
四
履
六
町
。
安
「
置
千
手

　
　
観
音
像
一
躰
。
梵
王
帝
澤
像
各
一
躰
。
四
一
マ
こ
王
像
四
躰
一
。

　
　
（
日
杢
二
代
実
録
、
貞
観
七
年
く
八
六
五
V
四
月
十
五
日
条
、
一
五
三
頁
）

○
　
相
模
璽
言
。
國
分
寺
金
色
薬
師
丈
六
像
一
躰
。
挟
侍
菩
薩
像
二
躰
。
元
慶
三
年

　
　
九
月
廿
九
日
遭
地
震
皆
悉
擢
破
。
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
、
元
慶
五
年
く
九
四
二
V
＋
月
三
日
条
、
五
〇
三
頁
）

○
　
圓
観
音
像
一
誰
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吏
部
王
記
、
元
慶
二
年
正
月
二
十
四
目
、
九
五
頁
）

○
　
安
置
金
色
等
身
尺
迦
如
來
像
一
躰
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
右
、
天
慶
八
年
十
二
月
二
十
七
目
、
二
二
一
頁
）

〇
　
五
畿
七
道
各
造
罵
観
音
一
躰
・
大
般
若
一
部
、

　
　
　
　
　
（
貞
信
公
記
抄
、
天
慶
元
年
〈
八
七
七
〉
八
月
九
目
、
一
七
四
頁
）

○
　
申
刻
安
］
－
置
観
音
像
二
躰
仁
壽
殿
一
令
二
穫
曽
正
寛
空
開
眼
供
養
一
去
天
徳
四
年

　
　
件
堂
持
佛
已
焼
亡
価
造
二
白
銀
白
檀
観
音
像
一
躰
一
く
各
居
仙
殿
V
如
レ
奮
旧
安

　
　
「
置
観
音
一
也

　
（
村
上
天
皐
辰
記
、
「
年
中
行
事
秘
抄
」
に
よ
る
逸
文
、
『
歴
代
残
闘
目
記
』
、
一
、

　
　
平
成
元
年
、
臨
川
書
店
、
三
四
八
頁
）

○
　
大
倭
國
平
群
郡
鵬
村
岡
本
居
寺
、
観
音
銅
像
有
十
二
麗
、
（
細
字
注
略
）
聖
武
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天
皇
世
、
彼
銅
象
六
饅
、
盗
人
所
取
、

　
（
目
本
霊
異
記
、
中
－
1
7
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
二
二
八
頁
、
底
本
真
福
寺
本
）

○
　
未
三
作
「
畢
有
一
捻
脱
カ
、
揖
像
二
躰
、
彌
勒
升
之
脇
士
一
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
目
本
霊
異
記
、
下
1
1
7
、
来
迎
院
本
）

○
　
金
色
澤
迦
佛
像
一
躰
。
〈
備
金
銅
盤
一
枚
。
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
延
喜
式
、
図
書
寮
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
三
八
五
頁
）

　
こ
の
『
延
喜
式
』
（
康
保
四
年
〈
九
六
七
〉
施
行
一
で
は
、
「
躯
」
が
見
え
ず
、
「
躰
」

ば
か
り
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
仏
像
類
を
数
え
る
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
『
聖
徳
太
子
伝
古
今
目
録

抄
』
の
御
物
顕
真
自
筆
本
で
は
「
躰
」
が
三
〇
例
弱
も
拾
わ
れ
る
。

　
類
例
と
し
て
、
「
麗
」
「
躰
」
「
た
い
」
の
用
例
を
挙
げ
る
。

○
　
銀
阿
彌
陀
佛
一
麗

　
（
東
寺
宝
蔵
焼
亡
日
記
、
長
保
二
年
く
一
〇
〇
〇
V
＋
一
月
二
十
六
目
、
但
し
、

　
　
文
治
三
年
十
一
月
十
七
日
の
写
し
、
『
平
安
遺
文
』
、
二
、
五
三
三
頁
一

〇
　
中
宮
御
産
問
立
願
敷
躰
等
身
御
佛
造
初
、

　
　
　
　
　
　
　
（
御
堂
関
白
記
、
寛
弘
六
年
〈
一
〇
〇
九
〉
十
二
月
十
四
目
）

○
　
被
レ
奉
レ
造
二
丈
六
金
色
阿
彌
陀
佛
十
躰
．
四
天
王
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
右
記
、
寛
仁
三
年
〈
一
〇
一
九
〉
七
月
十
七
日
）

○
　
初
廿
講
、
十
斉
蚕
佛
未
レ
奉
レ
作
、
三
躰
作
了
、
奉
レ
立
レ
堂
、

　
　
　
　
　
　
　
（
御
堂
関
白
記
、
寛
仁
四
年
く
一
〇
二
〇
V
六
月
二
十
九
目
）

○
　
今
目
又
於
佛
供
養
、
丈
六
佛
三
躰
、
金
剛
童
子
〈
一
躰
不
空
絹
索
、
／
一
躰
愛

　
　
染
王
、
〉
五
寸
許
也
、
木
白
檀
、
丈
六
二
躰
給
也
、
齊
尊
律
師
供
養
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
殿
暦
、
康
和
五
年
〈
一
一
〇
三
〉
十
月
三
旦

○
　
御
室
親
王
如
初
率
廿
口
讃
衆
、
供
養
愛
染
王
百
麗
、
〈
御
祈
敷
人
々
造
立
、
其

　
　
敷
及
百
八
十
躰
、
兼
被
問
人
々
也
、
予
此
内
五
躰
造
立
、
被
物
布
施
佛
供
御

　
　
明
皆
相
副
、
〉
　
　
　
　
一
永
昌
記
、
大
治
元
年
く
一
一
二
六
V
三
月
七
日
）

○
　
辛
櫃
壼
合
〈
入
玉
幡
、
具
銅
金
銅
五
寸
佛
三
躰
、
後
方
厚
／
一
寸
銅
井
雑
々
銅

　
　
等
、
〉

　
（
綱
封
蔵
見
在
納
物
勘
検
注
文
、
永
久
五
年
く
二
一
七
V
八
月
七
目
、
「
正
倉

　
　
院
御
物
出
納
文
書
」
、
二
〇
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第
二
十
五
巻
「
補
遺
二
」
、

　
　
一
二
〇
頁
）

○
　
御
塔
中
安
置
御
佛
八
麗
、
四
方
四
角
各
一
麗
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
右
記
、
大
治
二
年
〈
一
：
一
七
〉
正
月
十
二
日
）

○
　
合
龍
四
角
奉
レ
安
二
同
菩
薩
天
童
等
像
三
十
二
躰
一
、
層
々
奉
レ
安
二
同
五
分
化
佛
一

　
　
万
九
千
三
百
二
十
五
躰
一
、
奉
レ
安
「
置
金
銅
三
寸
六
部
澤
迦
一
、
多
賓
二
如
來

　
　
像
各
一
躰
、

　
（
後
嵯
峨
上
皇
願
文
、
文
永
七
年
く
二
一
七
〇
V
＋
月
七
日
、
『
鎌
倉
遺
文
　
古

　
　
文
書
編
』
、
十
四
、
一
八
五
頁
）

　
　
　
シ
ヨ

〇
　
一
諸
神
の
御
ミ
や
の
神
た
い
廿
一
た
い

　
（
阿
蘇
杜
回
禄
時
取
出
井
焼
失
具
足
注
文
写
、
延
文
五
年
く
二
二
六
〇
V
三
月
十

　
　
六
日
、
『
大
目
本
古
文
書
　
阿
蘇
家
文
書
』
、
一
、
二
九
八
頁
）

　
こ
れ
は
仏
像
で
な
く
、
御
神
体
を
数
え
た
例
で
あ
る
。

　
「
平
安
時
代
寺
院
縁
起
資
財
帳
」
、
「
（
同
）
実
録
帳
」
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
言

　
　
一
5
一

及
し
た
。
こ
れ
ら
の
内
、
左
記
の
も
の
に
は
、
仏
像
を
、
ま
た
、
ま
れ
に
、
太
子

像
・
空
海
等
を
対
象
と
し
て
「
躯
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
延
暦

二
十
年
（
八
〇
一
）
か
ら
承
平
七
年
（
九
三
七
）
の
問
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
①
多
度
神
宮
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
（
延
暦
二
十
年
く
八
〇
一
v
）

　
　
④
安
祥
寺
伽
藍
縁
起
資
財
帳
（
用
例
既
掲
）

仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）



仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）

10

　
　
⑤
山
域
国
広
隆
寺
資
財
帳

　
　
⑥
河
内
国
観
心
寺
縁
起
資
財
帳

　
　
⑦
山
域
国
広
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳

　
　
⑧
筑
前
国
観
世
音
寺
資
財
帳

　
　
⑩
神
護
寺
実
録
帳
写

　
　
⑪
信
貴
山
寺
資
財
物
帳
写
（
承
平
七
年
へ
九
三
七
〉
）

　
一
例
を
示
そ
う
。

○
　
金
銅
尺
迦
像
一
躯
く
高
四
寸
V

　
（
⑥
河
内
国
観
心
寺
縁
起
資
財
帳
、
元
慶
七
年
九
月
十
五
目
、
『
平
安
遺
文
』
、
一
、

　
　
　
一
八
四
頁
）

　
一
方
、
右
に
対
し
、
次
の
も
の
に
は
「
躰
」
が
用
い
ら
れ
、
「
躯
」
は
見
え
な
い
。

　
　
⑫
伊
勢
国
近
長
谷
寺
資
財
帳
（
天
暦
七
年
く
九
五
三
V
）

　
　
⑬
某
寺
資
財
帳
（
天
元
三
年
く
九
八
○
V
）

　
　
⑭
筑
前
国
観
世
音
寺
資
財
帳
案
（
嘉
保
元
年
く
一
〇
九
四
V
）

　
　
⑰
河
内
龍
泉
寺
流
記
資
財
帳
写
一
承
和
一
一
年
く
八
四
四
V
）

　
　
⑱
摂
津
惣
持
寺
資
財
帳
写
（
承
平
五
年
へ
九
三
五
V
）

　
一
例
を
示
そ
う
。

○
　
外
陣
飛
天
四
躰
嵌
、

　
（
⑭
筑
前
国
観
世
音
寺
資
財
帳
案
、
嘉
保
元
年
、
『
平
安
遺
文
』
、
四
、
二
二
三
三

　
　
頁
）

　
こ
う
し
た
「
資
財
帳
」
「
実
録
帳
」
の
類
に
お
い
て
は
、
「
躯
」
は
九
世
紀
初
か
ら

十
世
紀
前
半
の
も
の
に
、
「
躰
」
は
十
世
紀
後
半
か
ら
十
一
世
紀
の
も
の
に
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
「
躯
」
を
用
い
る
⑦
山
域
国
広
隆
寺
資
財
交
替
実

録
帳
、
⑧
筑
前
国
観
世
音
寺
資
財
帳
で
も
、
「
聖
僧
」
に
は
「
躰
」
を
用
い
て
区
別

し
て
い
る
6

　
「
躯
」
は
、
『
菅
家
文
草
』
、
そ
の
他
、
院
政
期
の
資
料
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

次
第
に
「
躰
」
「
麗
」
の
方
が
多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
安
時
代
後
半
期
の
藤

原
資
業
、
実
政
、
行
家
、
敦
光
、
茂
明
、
顕
業
、
永
範
な
ど
の
願
文
で
も
、
目
立
つ

の
は
「
躰
」
「
麗
」
で
あ
り
、
「
躯
」
の
方
は
多
く
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
躰
」
「
鐙
」
「
麗
」
に
つ
き
、
奈
良
時
代
以
前
に
お
け
る
用
例

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
ど
う
い
う
わ
け
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
よ
う
な

問
題
と
な
る
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

○
　
詔
目
、
毎
レ
國
、
令
下
造
二
澤
迦
佛
像
一
躯
、
挟
侍
菩
薩
二
躯
一
、
兼
罵
中
大
般
若

経
一
部
h
　
　
　
　
（
続
目
本
紀
、
天
平
九
年
く
七
三
七
V
三
月
条
、
一
四
三
頁
）

　
こ
の
「
一
躯
」
は
、
書
陵
部
蔵
谷
森
健
男
氏
旧
蔵
本
に
よ
る
。
天
理
大
学
蔵
兼
右

本
も
同
じ
だ
が
、
徳
川
侯
爵
家
所
蔵
金
沢
文
庫
本
・
蓬
左
文
庫
蔵
本
・
『
日
本
紀
略
』

等
に
は
「
襲
」
と
あ
る
。
こ
の
例
は
保
留
す
る
他
な
か
ろ
う
。

　
中
国
古
代
に
お
い
て
も
、
「
躰
」
「
誰
」
「
襲
」
等
の
用
例
は
、
容
易
に
得
ら
れ
な

い
。
唐
の
道
宣
撰
『
続
高
僧
伝
』
（
三
十
巻
）
、
宋
の
賛
寧
等
撰
『
宋
高
僧
伝
』
（
三

十
巻
）
に
お
い
て
も
、
「
躯
」
の
用
例
は
得
ら
れ
る
が
、
「
躰
（
蟷
・
麗
）
」
の
そ
れ

は
得
ら
れ
な
い
。
唐
代
前
後
に
適
当
な
例
が
望
ま
れ
る
が
、
目
下
、
示
し
得
る
の
は

次
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
元
代
の
至
正
丙
午
（
二
二
六
六
）
の
序
を
も
つ
文
献
で

あ
る
。

○
　
京
師
栴
檀
佛
以
露
異
著
聞
海
宇
、
王
侯
公
相
士
庶
婦
女
揖
金
荘
嚴
、
以
弓
福
利

　
　
者
歳
無
虚
目
、
故
老
相
博
云
其
像
四
麗
無
所
俺
着
、
人
君
有
道
則
至
其
國
、
國

　
　
初
時
尚
可
通
一
纏
、
無
醸
今
則
不
然
集
、
按
（
下
略
）

　
一
軽
耕
録
、
一
七
、
元
陶
宗
饒
撰
、
『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
子
部
、
三
四
六
、

　
　
五
九
六
頁
）



u

　
劉
氏
の
著
書
に
も
、
「
麗
」
「
鐙
」
等
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

　
　
　
四
、
そ
の
他
の
助
数
詞
　
1
「
尊
」
「
像
」
「
含
龍
」
「
座
」
「
柱
」
1

　
「
尊
」
に
つ
い
て
は
、
平
安
時
代
初
期
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
用
例
が
拾
わ
れ
る
。

○
　
刻
白
檀
佛
菩
薩
金
剛
等
像
；
龍

　
　
白
　
大
曼
茶
羅
尊
四
百
四
十
七
尊

　
　
白
　
金
剛
界
三
味
耶
曼
茶
羅
尊
一
百
四
二
十
尊

　
（
空
海
、
御
請
来
目
録
、
大
同
元
年
へ
八
〇
六
〉
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
十

　
　
一
五
二
〇
六
四
頁
一

〇
　
馬
奉
中
宮
御
蚕
奉
供
養
佛
経
、
澤
迦
・
薬
師
・
観
音
・
金
色
不
動
・
大
威

　
　
徳
、
皆
御
等
身
、
御
殿
奉
居
母
屋
、
一
中
略
）
、
即
○
、
以
・
此
五
尊
卸
彦
善
、

　
　
從
今
夜
初
、
（
御
堂
関
白
記
、
長
和
二
年
く
一
〇
二
二
V
五
月
十
四
日
）

○
　
晩
景
行
二
法
興
院
一
、
沙
金
百
雨
領
二
重
僧
都
一
、
是
丈
六
佛
三
尊
析
前
以
渡
耳
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
堂
関
白
記
、
長
和
五
年
六
月
十
八
日
）

〇
　
四
柱
圓
金
剛
堺
廿
六
尊
、
（
永
昌
記
、
大
治
元
年
〈
一
一
二
六
〉
三
月
七
日
）

○
　
私
云
、
天
長
聖
主
く
淳
和
／
天
皇
V
御
不
予
之
時
、
有
祈
願
、
建
立
堂
舎
、
安

　
　
置
佛
像
、
（
中
略
）
、
安
置
之
露
像
廿
一
尊
、
同
大
師
御
作
也
、

一
呆
宝
一
二
一
〇
六
⊥
一
二
一
撰
一
東
宝
聾
巻
第
一
三
當
堂
本
尊
一
の
条
一

〇
　
一
或
脱
カ
一
圃
繕
佛
像
開
眼
、
〈
密
宗
／
葱
之
、
V
或
摸
篤
経
巻
開
題
、
（
中
略
）
佛

　
　
像
十
五
躰
之
内
、
金
輪
・
佛
眼
・
尊
勝
（
中
略
）
、
除
十
一
尊
、
澤
迦
・
妄
・

　
　
彌
陀
・
薬
師
・
彌
勒
・
普
賢
・
文
殊
・
千
手
・
十
一
面
・
地
藏
・
虚
空
藏
・

　
　
毘
沙
門
、
〈
已
上
、
V
開
眼
供
養
法
詑
、

　
（
慈
円
起
請
文
、
建
永
元
年
く
二
一
〇
六
V
、
『
鎌
倉
遺
文
　
古
文
書
編
』
、
三
、

　
　
　
　
　
　
仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）

　
　
二
九
六
頁
一

〇
　
一
ひ
や
く
ふ
つ
百
ら
か
ん
さ
う
の
ほ
ん
そ
ん
十
二
そ
ん
（
百
仏
百
羅
漢
像
の
本

　
　
尊
十
二
尊
）

　
一
阿
蘇
杜
回
禄
時
取
崇
焼
失
具
足
注
文
雫
延
文
五
年
パ
ニ
ニ
六
〇
〉
三
月
十

　
　
六
目
、
『
大
日
本
古
文
書
　
阿
蘇
家
文
書
』
、
一
、
二
九
六
頁
）

○
　
地
藏
、
観
音
之
二
尊

　
　
　
　
　
　
　
（
実
隆
公
記
、
明
応
五
年
く
一
四
九
六
V
＋
二
月
二
十
七
目
）

　
「
像
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
例
が
あ
る
。

〇
　
一
帳
像
具
脇
侍
菩
薩
八
部
等
廿
六
像

一
大
安
ポ
藍
麓
ポ
記
資
財
帳
一
天
平
十
九
年
一
一
月
十
亘
一
正
倉
院
文

　
　
書
』
、
第
二
巻
、
六
二
七
頁
）

○
　
扇
書
帝
澤
二
像

　
一
阿
弥
陀
悔
過
料
資
財
帳
、
天
平
神
護
三
年
八
旦
二
十
目
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第

　
　
．
五
葦
六
七
八
頁
一

　
「
厨
子
一
基
」
の
扉
絵
の
説
明
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
仏
像
類
に
は
「
躯
」
を

用
い
て
い
る
。

○
　
是
月
。
造
二
丈
六
繍
像
侠
侍
八
部
等
柑
六
像
一
。

　
（
日
本
書
紀
、
巻
二
十
五
、
孝
徳
天
皇
、
白
雑
元
年
く
六
五
〇
V
＋
月
条
、
二
四

　
　
九
頁
）

　
北
野
本
に
は
、
本
文
の
右
に
「
柑
ハ
シ
ラ
ァ
マ
リ
六
の
像
を
」
、
同
左
に
「
柑
ヨ
ソ
ア
マ
リ

六
ム
ハ
シ
ラ
ノ
像
ミ
ヵ
タ
」
と
付
訓
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
四
例
は
、
仏
・
菩
薩
で
は
な
く
、
仏
法
守
護
の
八
部
衆
、
帝
釈
な
ど
が
対

象
と
な
っ
て
い
る
。

○
　
仁
王
會
所
　
合
佛
五
十
一
像
く
之
中
五
像
五
大
力
井
々
別
裏
布
各
八
尺
／
柑
六
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像
佛
々
裏
串
六
尺
V
（
後
略
）

　
　
（
仁
王
會
所
注
文
、
天
平
勝
宝
五
年
三
月
二
十
八
目
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第
十
二

　
　
巻
「
追
加
六
」
、
四
二
九
頁
）

　
松
嶋
順
正
編
『
正
倉
院
宝
物
銘
文
集
成
』
（
昭
和
五
士
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）
に

は
、
杉
材
の
「
雑
札
」
（
二
五
四
）
と
し
て
見
え
る
（
七
六
頁
、
ま
た
、
図
版
4
9
）
。

「
井
」
は
、
「
菩
薩
」
の
省
文
で
あ
る
。

　
「
禽
」
に
つ
い
て
は
、
右
の
空
海
の
『
御
請
来
目
録
』
の
例
の
他
、
次
が
あ
る
。

○
　
出
雲
國
言
。
金
銅
濤
像
一
籠
。
白
銅
香
嬢
一
口
。
丼
種
種
器
物
漂
着
海
濱
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
続
目
本
紀
、
宝
亀
十
一
年
三
旦
二
目
条
、
四
五
八
頁
）

　
「
座
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
例
が
あ
る
。

○
　
讃
経
式
部
く
金
光
明
経
八
巻
／
最
勝
王
経
十
巻
V
讃
僧
壼
拾
捌
口
／
佛
聖
僧
式

　
　
座
合
式
拾
躯
供
養
料
（
後
略
）

　
　
（
但
馬
国
正
税
帳
、
天
平
九
年
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第
二
巻
、
五
七
頁
）

○
　
造
東
大
寺
司
解
　
申
香
山
寺
供
奉
悔
過
事
／
　
　
佛
聖
僧
二
座
／
衆
僧
柑
九
人

／
定
坐
沙
彌
一
人
／
一
後
略
）

　
（
造
東
大
寺
司
解
、
天
平
勝
宝
五
年
四
月
二
十
七
日
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第
三
巻
、

　
　
六
二
六
頁
）

　
二
例
の
う
ち
、
前
者
は
、
「
佛
聖
僧
」
を
「
座
」
で
、
、
「
讃
僧
」
を
「
口
」
で
数
え
、

後
者
は
、
「
佛
聖
僧
」
を
「
座
」
で
、
「
衆
僧
」
と
「
沙
彌
」
を
「
人
」
で
数
え
る
。

ま
た
、
先
の
「
薩
麻
国
正
税
帳
」
（
天
平
八
年
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第
二
巻
）
で
は
、

「
佛
聖
僧
」
を
「
躯
」
で
数
え
て
い
た
が
、
一
方
で
は
、
春
秋
の
釈
婁
の
「
先
聖
先

師
」
を
「
座
」
で
数
え
て
い
る
（
二
二
頁
）
。
後
の
『
延
喜
式
』
で
は
、
「
座
」
で
祭

神
の
数
を
、
「
慮
」
で
神
杜
の
数
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
中
国
で
は
、
「
尊
」
は
、
本
来
、
尊
敬
す
べ
き
尊
者
を
意
味
し
た
が
、
南

北
朝
の
頃
か
ら
仏
尊
を
対
象
と
す
る
助
数
詞
（
量
詞
）
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
劉
氏
、

一
九
一
頁
）
。
「
敦
煙
出
土
文
書
」
な
ど
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
又
入
二
大
中
寺
一
、
（
中
略
）
、
有
二
鐵
佛
一
尊
一
、
（
中
略
）
、
京
西
北
有
二
開
化
大

閣
一
、
兼
有
二
石
佛
一
尊
一
、

　
（
巡
行
記
、
伯
四
六
四
八
号
、
十
世
紀
前
半
ま
で
の
文
書
か
、
『
敦
煙
杜
会
経
済

　
　
文
献
真
蹟
釈
録
（
一
）
』
、
八
四
頁
）

○
　
澤
法
照
者
。
本
南
梁
人
也
。
（
中
略
）
彫
造
玉
石
功
徳
一
十
二
尊
丼
大
殿
一
座
。

　
　
（
中
略
）
到
玉
石
澤
迦
文
殊
普
賢
等
一
十
二
尊
。
將
至
中
憂
井
殿
。
紹
聖
五
年

　
　
六
月
日
。
終
畢
。

　
（
広
清
涼
伝
、
中
、
宋
延
一
編
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
十
一
、
一
一
一
六
頁
）

○
　
寺
有
高
麗
等
像
七
尊
。
並
是
金
銅
。
倶
陳
寺
堂
。

　
（
神
僧
伝
、
三
、
明
永
楽
十
五
年
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
十
、
九
六
六
頁
）

　
「
像
」
に
つ
い
て
は
適
切
な
例
を
知
ら
な
い
が
、
名
詞
と
も
助
数
詞
と
も
解
さ
れ

る
例
に
次
が
あ
る
。

○
　
寺
有
一
佛
二
菩
薩
、
塑
工
精
絶
京
師
所
無
也
、
四
月
七
目
常
出
詣
景
明
、
景
明

　
　
三
像
、
恒
出
迎
之
、
伎
楽
之
盛
、
與
劉
騰
相
比
、

　
（
洛
陽
伽
藍
記
、
巻
一
、
後
魏
楊
街
之
著
、
『
増
訂
漢
魏
叢
書
』
、
四
冊
、
…
二
六

　
　
八
頁
）

　
同
書
の
巻
三
、
域
南
の
景
明
寺
の
条
に
、
当
日
、
「
京
師
諸
像
皆
來
此
寺
」
と
見

え
る
。

　
「
尊
」
に
類
す
る
も
の
に
「
位
」
が
あ
る
。

○
　
即
修
功
徳
建
三
層
七
問
彌
勒
大
閣
高
九
十
五
尺
。
尊
像
七
十
二
位
。
聖
賢
八
大

　
　
龍
王
馨
從
嚴
飾
。
豪
山
海
衆
異
舌
同
鮮
。

　
（
宋
高
僧
伝
、
二
七
、
賛
寧
等
撰
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
十
、
八
八
二
頁
）
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仏
像
や
尊
像
は
、
仏
像
を
安
置
す
る
「
合
龍
」
や
「
座
」
に
よ
っ
て
数
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

○
　
□
魏
太
和
十
二
年
四
月
十
五
日
弟
子
席
伯
仁
敬
造
彌
勒
佛
石
像
一
堪
願
父
得
速

　
　
超
脱
□
□
春
属

　
（
席
伯
仁
造
彌
勒
佛
像
、
太
和
十
二
年
〈
四
八
八
〉
四
月
十
五
日
、
『
陶
斎
蔵
石

　
　
記
』
、
巻
六
、
二
四
六
頁
）

　
『
陶
斎
蔵
石
記
』
に
は
、
「
按
堪
即
合
龍
字
〈
一
作
／
礎
〉
説
文
徐
銭
注
堪
謂
地
穴

中
出
也
蓋
与
籠
音
義
相
同
西
魏
強
弩
將
軍
造
像
記
敬
造
彌
勒
象
一
堪
堪
即
合
龍
東
魏
僧

恵
造
像
記
同
」
と
説
く
。

○
　
佛
弟
子
崔
貴
本
。
敬
造
二
像
／
一
藷
。
井
二
菩
薩
一
。
（
中
略
）
。
復
願
、
貴
本
當

　
　
來
往
生
。
願
／
見
佛
聞
法
。
貞
観
廿
三
／
年
十
一
月
八
目
。
弟
子
崔
貴
／
本

　
　
造
□
□
□

　
（
唐
太
宗
貞
観
二
十
三
年
〈
六
四
九
〉
造
像
銘
、
大
村
西
崖
著
書
、
既
出
、
五
三

　
　
五
頁
）

○
　
敬
重
装
書
。
功
徳
其
八
籠
。
計
二
百
五
身
。
　
同
節
度
十
將
巴
州
軍
事
押
衙
兼

　
　
都
押
都
巡
李
思
弘
。
ノ
。
西
方
愛
像
一
禽
。
計
七
十
二
身
。
　
澤
迦
佛
；
龍
。
計

　
　
十
二
身
。
　
千
佛
子
一
禽
。
一
百
二
身
。
　
　
／
阿
彌
陀
佛
一
藷
。
計
三
身
。

　
　
へ
中
略
）
又
観
音
地
藏
一
寵
。
共
二
身
。
／
鬼
子
母
一
座
十
身
。
已
前
功
徳
。

　
　
願
男
保
壽
易
長
。
易
養
聰
明
。
（
後
略
）

　
（
唐
光
啓
三
年
く
八
八
七
V
□
月
二
十
有
□
目
成
、
四
川
南
江
摩
崖
造
像
記
、
同

　
　
右
、
五
三
五
頁
）

○
　
貞
観
八
年
又
勅
住
二
弘
福
寺
一
。
講
事
都
魔
專
修
二
定
業
一
。
夢
登
二
佛
手
一
號
二
無

　
　
量
壽
一
。
遂
造
二
彌
陀
像
一
座
一
。
常
擬
二
繋
心
一
作
身
同
観
。
欲
レ
入
二
山
林
一
寺

　
　
衆
勘
住
請
レ
講
二
浬
般
木
一
。

　
　
　
　
　
　
仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）

　
　
　
　
（
続
高
僧
伝
、
巻
十
五
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
十
、
五
四
三
頁
）

○
　
澤
普
明
。
姓
衛
氏
。
（
中
略
）
凡
造
「
刻
檀
像
敷
十
藷
一
。
罵
二
金
剛
般
若
千
除

　
　
部
一
。
請
三
他
轄
二
五
千
除
遍
一
。
講
二
浬
繋
八
十
除
遍
一
。
揖
論
勝
髪
諸
経
論
等
。

　
　
遍
敷
難
紀
。

　
　
　
　
　
レ

　
　
（
下
略
）

　
　
　
（
続
高
僧
伝
、
巻
二
十
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
十
、
五
九
八
頁
）

○
　
澤
玄
覧
。
（
中
略
）
覧
又
以
二
経
像
一
爲
レ
最
則
殿
前
書
二
四
像
一
。
慈
氏
爲
レ
首
。

濤
二
金
銅
像
三
百
五
十
座
一
。
彌
陀
爲
レ
首
。
篤
経
二
千
除
軸
。
金
字
浬
築
経
爲
レ
首
。

（
下
略
）
。
（
宋
高
僧
伝
、
二
六
、
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
、
五
十
、
八
七
五
頁
）

　
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
に
入
唐
し
た
空
海
（
大
同
元
年
く
八
〇
六
V
帰
朝
）

の
「
御
請
来
目
録
」
な
ど
の
用
例
は
、
唐
代
に
お
け
る
表
現
、
文
字
遣
い
に
直
結
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
は
し
ら

　
「
柱
」
は
、
『
古
事
記
』
で
は
、
精
神
的
な
支
え
と
な
る
神
や
人
物
な
ど
を
対
象

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
仏
像
や
僧
尼
、
仏
法
守
護
の
神
な
ど
に
用
い

る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
先
の
「
像
」
の
条
に
は
、
『
目
本
書
紀
』
古
訓
か

ら
「
は
し
ら
」
を
読
み
添
え
た
例
を
引
い
た
。
古
訓
に
は
、
「
人
」
字
に
「
は
し
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
一

と
付
訓
し
た
例
も
あ
る
。

○
　
當
二
是
時
一
。
有
二
柑
六
所
。
僧
八
百
十
六
人
。
尼
五
百
六
十
九
人
。
井
一
千
三

百
八
十
五
人
一
。

　
（
日
本
書
紀
、
巻
二
十
二
、
推
古
三
十
二
年
一
六
二
四
）
九
月
条
、
：
ハ
五
頁
）

　
岩
崎
本
に
は
、
「
六
」
字
、
「
九
」
字
、
「
五
」
字
の
左
傍
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
「
ム
ハ

シ
ラ
」
、
「
コ
・
ノ
ハ
シ
ラ
」
、
「
イ
ツ
ハ
シ
ラ
」
の
古
訓
（
一
条
兼
良
点
）
が
付
さ
れ

て
い
る
。

〇
　
十
九
年
十
月
一
目
佐
官
僧
臨
照
・
大
僧
都
僧
行
信
　
此
二
柱
曽
岡
一
綱
一
共
知
棲



仏
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定　
（
写
章
疏
目
録
、
天
平
二
十
年
六
月
十
日
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第
三
巻
、
九
一
頁
）

○
　
神
王
二
柱
く
並
礒
坐
各
高
六
尺
／
（
後
略
）
V

　
（
造
石
山
院
所
労
劇
帳
、
天
平
宝
字
六
年
八
月
二
十
七
目
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第

　
　
五
巻
、
二
七
四
頁
、
「
各
」
以
下
の
四
字
は
「
並
」
の
上
に
置
く
べ
き
旨
の
棒

　
　
線
が
あ
る
）

　
「
神
王
」
と
は
、
仏
法
守
護
の
神
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
観
世
音
菩
薩
一
躯
」
と
同

じ
く
「
躯
」
で
数
え
た
文
書
も
あ
る
が
（
造
石
山
院
所
解
、
天
平
宝
字
六
年
閏
十
二

月
二
十
九
目
、
『
正
倉
院
文
書
』
、
第
五
巻
、
三
四
一
・
三
四
二
頁
、
ま
た
、
同
所
解
、

同
六
年
正
月
十
五
目
、
同
、
第
十
五
巻
「
追
加
九
」
、
二
三
三
頁
）
、
こ
の
帳
簿
で
は
、

「
神
王
」
は
「
柱
」
、
「
観
世
菩
薩
」
は
「
躯
」
で
数
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
流
布
本
で
は

巻
九
ノ
五
に
相
当
す
る
条
で
あ
る
が
、
今
は
無
刊
記
古
活
字
本
（
寛
永
年
間
印
行
）

を
底
本
と
す
る
『
目
本
古
典
文
学
大
系
』
（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
⊥
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
．
＼
り

○
　
　
（
前
略
）
「
ま
さ
ゆ
き
が
佛
や
つ
く
り
た
る
」
と
間
へ
ば
、
「
作
奉
り
た
り
」

　
　
　
　
　
　
　
（
い
く
か
し
ら
一
　
つ
．
。
、
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
∫
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
一
た
て
ま
つ
一

　
　
と
い
ふ
。
「
幾
頭
造
奉
り
た
る
ぞ
」
と
間
へ
ば
、
「
五
頭
つ
く
り
奉
れ

　
　
り
」
と
い
ふ
。
（
後
略
）
（
一
一
〇
　
恒
正
が
郎
等
仏
供
養
の
事
、
二
七
六
頁
）

　
　
　
　
　
　
か
し
ら

　
こ
う
し
た
「
頭
」
に
つ
き
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
（
小
学
館
）
、
『
広
辞
苑
第
四

版
』
（
岩
波
書
店
）
、
『
大
辞
林
』
（
三
省
堂
）
、
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
）
、

『
新
潮
国
語
辞
典
第
二
版
』
（
新
潮
杜
）
、
そ
の
他
で
は
、
仏
像
を
数
え
る
助
数
詞
と

説
明
し
、
例
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
か
し
ら

　
仏
像
を
「
頭
」
で
数
え
た
例
は
、
こ
の
他
に
知
ら
な
い
。
中
世
の
辞
書
類
に
も

例
は
な
い
。
近
世
の
書
札
礼
な
ど
で
は
、
「
人
数
」
や
頭
巾
、
烏
帽
子
、
綿
帽
子
、

　
　
か
ぷ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら
　
　
　
　
づ

冠
、
甲
、
ま
た
、
鹿
、
猪
、
牛
、
馬
、
諸
鳥
な
ど
を
対
象
と
し
て
「
頭
」
「
頭
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
、
仏
像
を
数
え
た
例
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら

　
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
も
「
鹿
の
一
頭
に
て
も
」
（
九
二
　
五
色
鹿
事
、
二
一

九
頁
）
と
見
え
る
が
、
右
の
例
は
、
実
は
、
「
佛
（
佛
像
）
」
を
対
象
と
す
る
用
例
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
話
は
次
の
よ
う
に
展
開
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
即
ち
、
造
り
奉
っ
た
そ
の
五
頭
に
つ
き
、
「
さ
て
、
そ
れ
は
何
佛
を
つ
く
り
奉
り

た
る
ぞ
」
と
間
う
た
と
こ
ろ
、
仏
師
は
「
え
知
り
侯
は
ず
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
章
段
末
の
批
評
的
言
辞
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

○
　
〕
し
は
い
か
な
る
事
ぞ
」
と
て
た
づ
ぬ
れ
ば
、
は
や
う
た
∫
佛
つ
く
り
奉
れ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
　
　
　
　
　
　
か
ぶ
り

　
　
い
へ
ば
、
た
∫
ま
ろ
が
し
ら
に
て
、
斎
の
神
の
冠
も
な
き
や
う
な
る
物
を
五

　
　
か
し
ら

　
　
頭
き
ざ
み
た
て
て
、
供
養
し
奉
ら
ん
講
師
し
て
、
そ
の
佛
、
か
の
佛
と
名
を

　
　
つ
け
奉
る
な
り
け
り
。
（
下
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
六
頁
）

　
こ
う
い
う
や
り
方
で
も
功
徳
に
な
れ
ば
そ
れ
も
よ
か
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
が
、

そ
も
そ
も
、
得
体
も
知
れ
な
い
「
た
父
ま
ろ
が
し
ら
に
て
」
あ
る
も
の
、
朽
ち
欠
け

た
路
傍
の
道
祖
神
に
も
劣
る
よ
う
な
も
の
を
「
五
頭
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
は
と
う
て
い
「
佛
像
」
と
い
え
る
も
の
で
は
な
い
、

取
り
あ
え
ず
は
、
「
頭
」
を
使
っ
て
で
も
数
え
る
し
か
な
い
よ
う
な
代
物
で
あ
る
、

と
の
含
み
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五
、
お
わ
り
に

　
仏
教
は
、
東
晋
時
代
（
一
一
二
七
∫
四
二
〇
年
）
、
及
び
、
そ
の
後
問
も
な
く
朝
鮮

半
島
に
伝
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
高
句
麗
の
小
獣
■
林
王
二
年
（
三
七
二
年
）

夏
六
月
、
十
六
国
の
一
つ
前
秦
の
王
符
堅
は
使
者
を
遣
わ
し
、
浮
屠
順
道
と
仏
像
・

仏
経
と
を
送
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
朝
鮮
（
高
句
麗
）
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
初
の
記
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録
で
あ
り
、
百
済
に
は
、
枕
流
王
元
年
（
三
八
四
年
）
、
晋
を
経
て
や
っ
て
来
た
胡

僧
摩
羅
難
陀
（
童
寿
一
に
よ
り
、
ま
た
、
新
羅
に
は
、
調
祇
王
の
時
、
高
句
麗
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
7
一

や
っ
て
来
た
沙
門
墨
胡
子
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
百

済
に
は
、
も
っ
と
遅
く
、
五
世
紀
後
半
か
六
世
紀
初
め
に
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
説
も

　
　
一
8
一

あ
る
が
、
百
済
か
ら
日
本
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
遅
く
と
も
六
世
紀
前
半
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　
仏
像
類
を
数
え
る
「
躯
」
は
、
中
国
魏
晋
南
北
朝
時
代
に
も
唐
宋
時
代
に
も
用
い

ら
れ
た
助
数
詞
（
量
詞
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
日
本
書
紀
』
や
「
甲
寅
年
造
像
銘

仏
」
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
、
朝
鮮
半
島
を
経
て
、
同
様
、
六
世
紀
前
半
に
は
目
本
に

伝
え
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
「
躯
」
の
伝
来
経
路
は
、
正
し
く
仏
教
の
そ
れ

に
添
う
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
平
安
時
代
、
九
世
紀
半
ば
か
ら
見
え
る
「
躰
（
魑
・
麗
）
」
に
つ
い
て
は
、

中
国
側
に
、
ま
だ
、
適
切
な
用
例
を
見
出
し
て
い
な
い
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
中
国

の
文
言
文
に
は
助
数
詞
（
量
詞
）
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
文
献
を
通
し

て
中
国
古
代
に
お
け
る
そ
の
用
例
を
入
手
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
劉
世
儒
氏
も
、

「
尊
」
「
躯
」
等
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
「
躰
（
襲
・
麗
）
」
に
は
全
く
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
。
岡
田
挺
之
著
『
物
数
称
謂
』
（
寛
政
八
年
へ
一
七
九
六
〉
自
序
刊
）
で

も
、
助
数
詞
ら
し
い
「
躰
（
麗
・
麗
）
」
は
見
え
な
い
。
不
審
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
が
、
魏
晋
南
北
朝
の
時
分
に
は
、
ま
だ
、
よ
く
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
口
語
的
性
格
が
強
く
、
書
き
言
葉
に
は
向
か
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
に
通
行
し
て
い
た
言
葉
で
も
、
書
き
言
葉
と
し
て
文
献
に
登

場
す
る
の
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
文
献
に
登
場
す
る
機
会
の
な
い
ま
ま
衰
退
す

る
場
合
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
そ
の
用
法
は
地
域
に
偏
る
（
方
言
）

と
か
、
特
定
の
使
用
者
に
偏
る
と
か
と
い
っ
た
間
題
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）

　
「
躰
」
「
襲
」
「
麗
」
等
の
用
例
が
、
中
国
古
代
に
、
い
よ
い
よ
得
に
く
い
と
な
れ

ば
、
こ
れ
ら
は
和
製
の
助
数
詞
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
平
安
遷
都
の
前
後
、
あ
る
い
は
、
九
世
紀
に
、
和
製
の
助
数
詞
が
登
場
し
、

採
用
さ
れ
る
よ
う
な
情
況
は
、
果
た
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
展
開
・
発

達
が
、
も
し
、
日
本
側
に
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
特
定
の
人
物
や
宗
派
の

影
響
力
等
の
存
在
も
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
、
更
に
調
査
し
て
み

た
い
。

　
仏
像
類
を
数
え
る
「
躯
」
「
躰
」
「
尊
」
は
、
中
世
（
鎌
倉
・
室
町
・
南
北
朝
時
代
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
9
一

近
世
に
も
並
行
し
て
用
い
ら
れ
、
辞
書
類
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
　
－
疵
〈
仏
／
像
〉
1
観
く
同
V

　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ゥ
チ
〕
丁
イ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
明
本
節
用
集
、
い
部
、
数
量
門
、
一
二
7
）

　
　
イ
ツ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
ツ
㌘
f
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
ゾ
ン

○
　
1
躯
〈
仏
像
〉
－
麗
く
全
レ
上
V
I
尊
〈
全
レ
上
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
言
字
考
節
用
集
、
二
二
、
数
量
門
、
六
1
）

　
『
天
正
本
節
用
集
』
で
も
同
様
だ
が
、
こ
れ
ら
の
辞
書
（
節
用
集
）
で
は
「
躯
」

を
先
に
掲
げ
る
。
こ
れ
ら
二
者
、
三
者
の
内
で
は
、
「
躯
」
が
よ
り
本
来
的
な
、
ま

た
は
、
よ
り
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
助
数
詞
だ
と
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
こ
ろ

が
、
一
方
、
『
妙
本
寺
本
い
ろ
は
字
』
、
『
運
歩
色
葉
集
元
亀
本
』
、
ま
た
、
『
目
葡
辞

書
』
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
『
目
本
大
文
典
』
、
コ
リ
ャ
ー
ド
の
『
日
本
文
典
』
で
は
、
「
襲
」

（
タ
イ
）
を
掲
げ
、
「
躯
」
は
示
さ
な
い
。
思
う
に
、
先
の
辞
書
類
は
読
み
書
き
の

書
記
生
活
を
重
視
し
、
他
方
、
こ
ち
ら
は
現
実
の
口
頭
語
を
重
視
し
、
あ
る
い
は
、

反
映
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
な
お
、
中
世
末
か
ら
近
世
を
経
た
現
代
で
は
、
「
躯
」
は
、
ま
ず
、
用
い
ら
れ
な

い
。
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
躰
」
「
襲
」
の
後
身
と
覚
し
い
「
体
」
で
あ
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仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）

る
。
「
助
数
詞
適
用
の
基
準
－
昭
和
4
0
年
新
聞
用
語
懇
談
会
の
決
定
事
項
抄
－
」
（
国

立
国
語
研
究
所
編
著
『
国
語
年
鑑
　
昭
和
4
1
年
版
』
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
、
秀
英

出
版
、
一
二
二
・
二
四
頁
）
で
は
、
例
え
ば
、
「
仏
像
」
は
「
体
」
、
ま
た
、
「
遺
骨
」

は
「
体
」
（
抽
象
的
に
は
「
柱
」
）
、
「
遺
体
」
は
「
体
」
、
「
人
形
」
は
「
個
、
体
」
で

数
え
る
と
あ
る
。
ま
た
、
現
代
の
中
国
で
は
、
ふ
つ
う
、
仏
像
は
「
介
」
「
座
」
「
尊
」

で
数
え
る
が
、
「
体
」
は
見
え
な
い
よ
う
で
あ
る
（
武
柏
索
・
王
淑
文
・
周
国
強
編

著
『
中
国
語
量
詞
㎜
』
、
一
九
九
五
年
四
月
、
中
華
書
店
）
。

　
　
注

（
1
）
東
京
国
立
博
物
館
編
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
銘
文
集
成
』
、
「
図
版
」
、
吉
川
弘
文
館
。

　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
集
『
飛
鳥
・
白
鳳
の
在
銘
金
銅
仏
』
、
昭
和
五
十
一
年
九

　
月
二
十
日
、
飛
鳥
資
料
館
発
行
、
一
二
頁
、
『
（
同
）
銘
文
篇
』
、
同
五
十
二
年
三
月
三
十

　
一
日
、
著
者
・
発
行
者
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
。

　
　
熊
谷
宣
夫
「
甲
寅
銘
王
延
孫
造
光
背
考
」
、
『
美
術
研
究
』
、
二
〇
九
号
、
昭
和
三
十
五

　
年
三
月
。

　
　
小
林
芳
規
著
『
図
説
　
目
本
の
漢
字
』
、
一
九
九
八
年
一
一
月
、
大
修
館
書
店
、
三
五

　
頁
。

（
2
）
拙
稿
「
日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
」
、
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
、
第
八
輯
、

　
一
九
九
五
年
八
月
、
武
蔵
野
書
院
。

（
3
）
任
継
愈
主
編
、
小
川
隆
　
丘
山
新
　
前
川
亨
、
他
訳
『
定
本
中
国
仏
教
史
皿
』
、
一
九

　
九
四
年
十
二
月
、
柏
書
房
、
六
二
六
∫
六
四
一
頁
。

（
4
）
以
下
、
劉
世
儒
著
『
魏
晋
南
北
朝
量
詞
研
究
』
二
九
六
五
年
六
月
、
中
華
書
局
出
版
）

　
を
い
う
。

（
5
）
拙
稿
「
古
文
書
に
お
け
る
助
数
詞
（
一
）
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
一
人
文
・
杜

　
会
科
学
編
）
』
、
第
二
十
三
巻
第
一
号
、
一
九
八
九
年
七
月
◎

（
6
）
拙
稿
、
注
（
2
）
文
献
。

（
7
）
中
吉
功
編
『
海
東
の
仏
教
』
、
昭
和
四
十
八
年
二
月
、
国
書
刊
行
会
、
一
∫
二
頁
。

（
8
）
田
村
圓
澄
著
『
飛
鳥
・
白
鳳
仏
教
史
　
上
』
、
平
成
四
年
二
月
、
吉
川
弘
文
館
、
第
一

　
章
。

　
　
田
村
圓
澄
著
『
古
代
朝
鮮
仏
教
と
目
本
仏
教
』
、
昭
和
五
十
五
年
六
月
、
平
成
四
年
十

　
一
月
、
吉
川
弘
文
館
、
一
s
二
六
頁
。

　
　
右
の
後
者
で
は
、
「
と
も
あ
れ
百
済
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
五
世
紀
後
半
の
東

　
城
王
、
ま
た
は
六
世
紀
は
じ
め
の
武
寧
王
の
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。
」
（
一
二
頁
）
と
あ

　
る
が
、
前
者
で
は
、
「
中
国
南
朝
の
済
ま
た
は
梁
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
」
（
三

　
四
頁
）
と
あ
る
。
済
（
四
七
九
∫
五
〇
二
年
）
、
梁
（
五
〇
二
∫
五
五
七
年
）
か
ら
伝
え

　
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
五
世
紀
後
半
（
東
域
王
）
、
ま
た
は
六
世
紀
初
め
（
武
寧
王
H
）
の
こ

　
と
と
な
る
。

（
9
）
拙
著
『
日
本
語
助
数
詞
の
歴
史
的
研
究
　
近
世
書
札
礼
を
中
心
に
』
、
二
〇
〇
〇
年
一

　
月
、
風
問
書
房
、
三
六
〇
頁
、
そ
の
他
。

□
付
記
］
本
論
中
に
用
い
た
資
料
に
つ
き
、
出
典
を
示
さ
な
か
っ
た
も
の
の
典
拠
は
左
記
で
あ

る
。　

「
六
国
史
」
（
目
本
書
紀
、
続
目
本
紀
、
日
本
三
代
実
録
、
等
）
は
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
、

『
永
昌
記
』
は
『
史
料
大
成
』
、
『
水
左
記
』
、
『
中
右
記
』
は
『
増
補
史
料
大
成
』
、
『
貞
信
公
記
』
、

『
殿
暦
』
、
『
御
堂
関
白
記
』
、
『
小
右
記
』
は
『
大
日
本
古
記
録
』
、
『
吏
部
王
記
』
は
『
史
料
纂

集
』
に
よ
る
。

□
補
説
］



　
本
稿
を
執
筆
し
て
後
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡

概
報
（
十
三
）
』
二
九
九
八
年
九
月
一
、
ま
た
、
寺
崎
保
広
氏
執
筆
「
奈
良
・
飛
鳥
池
遺
跡
」
（
『
木

簡
研
究
』
、
第
二
十
一
号
、
一
九
九
九
年
十
一
月
）
に
よ
り
、
次
の
用
例
を
知
っ
た
。
遺
跡
の

年
代
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
期
と
さ
れ
る
。

○
　
・
柑
心
者
〈
一
者
十
信
／
二
者
十
解
／
三
者
十
旬
／
四
者
十
□
一
廻
カ
一
向
〉

　
　
　
次
四
種
善
根
者
く
一
□
／
二
者
□
／
三
者
□

　
　
・
比
丘
者
□
　
一
死
カ
一
者
怖
魔
□
　
　
　
　
　
　
］
／
□
□
□
　
一
向
東
死
カ
一
者
□
初
阿

　
　
　
羅
漢
□
又
百
体
羅
□
］
／
／
□
　
一
者
カ
一
仏
入
□
］
怖
□
□
□

　
　
　
　
］

　
（
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
、
南
北
溝
S
D
一
〇
、
（
冨
α
）
．
（
8
）
．
N
0
竃
岩
内
ω
ω
）

　
所
掲
の
「
図
版
」
で
は
細
か
な
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
が
、
「
釈
文
」
に
よ
れ
ば
、
右
の
よ
う

に
あ
る
。
「
体
」
は
「
躰
」
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
限
り
で
は
、

八
世
紀
以
前
に
助
数
詞
「
躰
」
の
用
例
が
得
ら
れ
な
い
。
「
体
」
字
は
、
ま
た
、
い
つ
か
ら
用

い
ら
れ
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
は
、
な
お
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
簡
文
に
つ
い
て
は
、
更
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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仏
像
類
を
数
え
る
助
数
詞
（
三
保
）


